
 

 

 

 

シリカガードで、酷暑を乗り切ろう 
 

8 月に入り、連日の厳しい暑さによる生育不良が各地で確認されています。  
対策として遮光資材利用などが一般的ですが、今回は高温対策資材として新発売  
されたケイ酸粉肥料「シリカガード」について、ご紹介します。  

 
○シリカガードの効果  
シリカガードを葉面散布すると、写真のように葉表面が白くなります。散布濃度  

を濃くすることで付着量が増加し、葉全体を覆います。これにより葉を保護して、  
強日射時の過度な光が反射され、葉焼けを防止できます。さらに豊富に含まれる  
ケイ酸が茎葉を強化し、高温ストレス耐性の向上、光合成を活性化させます。また  
ブドウ糖を直接補給できるため、株の消耗防止につながります。  
今後も予想される高温強日射に耐えれる野菜栽培のため、是非「シリカガード」  
を施用し、生育安定にお役立てください。  

 
 
 
 
 

 
 
 

 
写真 シリカガード葉面散布後の様子  

○シリカガード 施用量  
 

 
 

 
 
 

 
公式YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ＆LINE登録お願いします。  
ホームページURL https://www.takichem.co.jp/    
メールアドレスaguri@takichem.co.jp 

 
 
 
 
 

作物  効果  施用時期  希釈倍率  

野菜類  光合成促進、高温障害防止  生育全般  100～500 倍  

※この「多木肥料テクニカルニュース」は多木公式 LINE にも投稿しております 

野 菜 令和 8 年 8 月発刊  

多木肥料テクニカルニュース 野菜－203 

※トマトなど果菜類は、汚れを軽減させるため、薄めに希釈してください。 
 

対照区  100 倍  300 倍  

多木化学(株) アグリサービス室 盛野 豊  
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